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長
く
続
い
た
鎖
国
時
代
か
ら
開

放
さ
れ
、
文
明
開
化
を
迎
え
た
日

本
は
明
治
の
時
代
に
入
り
、
外
国

の
思
想

文
化

瓜
俗
が
枚
挙
に

追
が
無
い
程
に
流
れ
込
ん
で
き
た

す
べ
て
が
変
化
し
て
き
た
よ
う
だ
ぃ

ロ
ー
ソ
ク
や
力
と
ア
ラ
等
で
生
活
を

送
っ
て
き
た
が
電
気
が
そ
れ
に
誉

わ
っ
た
。
そ
の
時
、
つ
の
町
Ｉ
場
か

ら
二
性
ソ
ケ
ッ
ト
が
考
案
さ
れ
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
考
え
世

に
出
し
た
人
が
日
本
一の
起
業
家

と
し
て
知
ら
れ
た
松
下
電
器
産
業

の
初
代
社
長
の
松
下
幸
之
助
氏
で

あ
る
。
そ
の
松
下
氏
は
「貧
し
さ
の

中
な
ら
労
り
だ
け
で
十
分
子
は
育

つ
。
だ
が
当
か
さ
の
中
で
は
精
神
的

な
舷
し
さ
を
与
え
な
け
れ
ば
鋭
え

ら
れ
な
い
」
と
説
い
て
い
る
。

「鉄
は
熱
い
つ
ち
に
打
て
■
可
愛

い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
ヽ
と
も
言
わ

れ
る
。
現
代
の
物
質
的
な
堂
か
さ

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
真
に
幸

編
な
人
≡
を
歩
む
た
め
に
は
、
愛

情
に
支
え
ら
れ
た
真
摯
な
巌
し
さ

こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

（信
）
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新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

ａヽ

」
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
九
年

丁
亥
年
の
年
頭

に
あ
た
り

、
謹

ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
平

安
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
中
し
上
げ
ま

す
。昨

年
、
皇
室
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
慶
事

が
あ
り
、
先
ず
九
月
六
日
に
秋
篠
宮
家
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
天
皇
家
と
し
て
実
に
四
十
一年

振
り
の
親
王
殿
下
が
ご
誕
生
さ
れ
、
「悠
仁
親

王
殿
下
」
と
御
命
名
し
、
皇
統
譜
に
御
登
録

さ
れ
、
国
民
挙
っ
て
御
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
一日
に
は
皇
太
子
家
の
愛
子

内
親
二
殿
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
五
歳
の
誕

生
日
を
お
迎
え
に
な
り
、
着
袴
の
儀
が
行
わ
れ
、

皇
太
子

同
妃
両
殿
下
に
伴
わ
れ
て
ポ
ニ
ー
の

乗
馬
を
楽
し
ま
れ
る
御
一家
の
後
実
ま
し
い
写

真
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
ｃ

さ
て
、
日
本
は
終
戦
後
六
十
一年
。
人
間
に

例
え
る
と
還
店
を
過
ぎ
、
第
一
一の
人
生
を
歩
む

年
で
あ
り
ま
す
。
岩
戸
景
気
や
神
武
景
気
に

支
え
ら
れ
、
東
一ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
一Ｒ

速
道
路
や
新
幹
線
が
出
来
、
総
国
民
が
豊
か

さ
の
中
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
時
代

に
入
る
や
バ
ブ
ル
が
弾
け
、
以
後
十
数
年
景
気

低
迷
か
ら
脱
却
で
き
ず
過
ぎ
心
に
歪
み
が
生

じ
た
影
響
で
し
ま
つ
か
、
昨
年
は
将
来
の
日
本

を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
に

「
い
じ
め
」
「自
枝
」

ま
た

「虐
待
」
等
の
問
題
が
多
発
し
ま
し
た
。

「国
造
り
百
年
の
計
は
教
育
に
あ
り
」
と
申

さ
れ
ま
す
。
戦
後
の
新
し
い
母
本
の
教
育
の
根

本
理
念
を
確
定
し
た
教
育
基
本
法
も
爾
来
六

ヤ
年
現
今
の
教
育
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
り
、
改

定
の
議
論
が
高
ま
り
、
昨
年
十
二
月
十
五
日
、

国
会
に
お
い
て
改
正
教
育
基
本
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
国
を
愛
す
る
態
度

（愛
国
心
）
や
父

母
等
保
護
者
の
差
育
責
任

（家
庭
教
育
）
等
、

美
し
い
日
本
を
取
り

戻
す
べ
き
条
項
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
が
、
祖
先
を
敬
い
神
仏
を
尊
ぶ

心

各
不
教
教
育
）
は
盛
り
込
ま
れ
ず
残
念
で
あ

り
ま
す
。
い
よ
い
よ
日
本
を
背
負
う
将
来
の
子

ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望

勇
気
を
持
っ
て
、
世
の

た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
よ
う
な
大
人
に
成
長

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

オ
ケ
等
、
沢
山
の
余
果
で
夜
が
更
け
る
の
も
忘

れ
、
盛
大
な
う
ち
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。
「
五

部
会
」
「
石
橋
」
の
両
方
昧
子
保
存
会
の
皆
様
、

奉
納
囃
子
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
例
大
祭
斎
行

当
八
幡
宮
の
例
大
祭
は
、
九
月
十
七
日

（日
）

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
一別
日
に
は
十
三
号
台
風

が
九
州
に
上
陸
し
、
天
候
が
大
変
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
午
前
十
時
の
式
典
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

神
奈
川
県
神
社
庁
理
事

二
日
田
修
氏

（横
浜

日
枝
大
神
宮
司
）
を
献
幣
使
に
お
迎
え
し
、
小

林
売
総
代
長
は
じ
め
、
当
官
役
員

世
話
人

来
賓

氏
子
崇
敬
者
等
、
大
勢
の
御
参
列
を
賜

り
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
で
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の

直
会
も
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
刻
か
ら
は
ブ

ロ
歌
手
の
出
演

を
中
心
に
氏
子

の
舞

踊

カ
ラ

宮
司
　
　
！

根

岸

信

行

網
宣根

岸

浩

行

権
相
宜
根
　
岸
　
千
意
子

根
　
岸
　
満
　
理

′
山
　
田
　
一　
臣

費
任
役
員

ヽ
納

「跡

一
町

筋
！

総
代竹
　
内
　
一　
郎

‘
清
　
水

　

　

亨

鈴

木

正

彦

世
話
八
　
　
　
十

（四
ッ
谷
）

米
　
い

　

，
祝

小
　
倶

　

　

旭

吉

川

和

宏

（久
保
）

中

村

書

一

門

倉

囲

政

鈴

木

敬

信

一―
　
中
」
村
　
之
―
三

（日
金
沢
）

上
　
島
　
茂
二
郎

吉

川

佳

一

加

藤

光

明

（本
町
）

五

味

文

市

山

田

日再
士

金
　
指
　
幹

、
夫

（石
橋
）
　
　
　
　
！
！

松
　
本

　

　

茂

霊
れ　
藤
　
一　
男

ム
元
町
）　
　
　
　
声

′木

上
　
十
　

享

熊

空

球

本
ル

村

■

昭

人

（日
中
）
　

　

　

』

佐

ｉ
藤

林
　
作

井

上
　
七
こ

二

北ヽ
　
畠
　
捷
　
〓

（日
尻
）
　

　

！

関
　
田
　
　
　
清

関
　
回
　
ど
本　
成

（霞
諏
）

！

金

沢

博

文

清
　
水

．恵

ヽ
二

（妊
吹
イ

金

ｉ
子
　
採
　
〓
コ

金
　
子
　
佐
　
次

（丸
崎
）

大

野

寛

友

鈴

木

武

雄

（本
久
】

根

岸

良

郎

荒
　
木
　
　
　
茂

！

佐

藤

正

裳

（石
往
）
　

　

・

回

中

正

志

氏
子
会
へ
の
大
会
ご
希
ヨ
の
方
は
右
記
結
代
世

話
人
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
・
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い
に
し
え
よ
り

「子
は
宝
な
り
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
子
様
は
生
後
三
十
日
余
り

で
「初
官
参
り
」
を
し
て
、
無
事
生
ま
れ
た

こ
と
を
神
様
に
感
謝
し
、
す
く
す
く
育
て
と

お
願
い
を
し
ま
す
。
す」両
親
や
ご
祖
父
母
の

大
き
な
期
待
を
込
め
て
育
ま
れ
る
お
子
様
は

「お
喰
初
祝
」
や

「初
誕
生
祝
」
等
の
お
祝
い

を
し
て
大
き
く
育
っ
て
い
き
ま
す
。

男
女
祝
児
共
に
三
歳
を
髪
置
、
男
児
五
歳

去
る
平
成
十
八
年
は
、
大
束
亜
戦
争
終
括

後
の
混
乱
の
最
中
、
神
社
の
護
持
と
斯
界
の
結

集
を
図
る
た
め
に
神
社
木
庁

（東
京
都
渋
谷
）

の
地
方
機
関
と
し
て
の
神
奈
川
県
神
社
庁

（横

浜
市
磯
子
）
が
設
立
六
十
周
年
を
、
ま
た
同
神

神

奈

川

黒

狩

社

庁

設
手

六
十
月
年

同
神
社
盗
代
容
連
合
会
設
立
二
十
月
年

社
給
代
会
連
合

会
が
設
立
五
十

周
年
を
そ
れ
ぞ

れ
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同

年

十

一
月
二
十

七
日
、
午
前
十
一

時
よ
り
が
ン
フ
ィ

コ
横
浜
で
神
破

総
代
関
係
物
故

）

を
袴
着
、
ま
た
女
児
七
歳
を
帯
解
と
言
わ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
の
習
わ
し
に
従
い
、
毎
年
十
一

月
十
五
口
を
挟
ん
で
、
当
八
幡
官
で
は
晴
れ

着
を
着
た
多
く

の
可
愛

ら
し
い

祝
児
等
で
振
わ

い
ま
し
た
。
将
来

の
日
本
を
背
負
っ

て
い
く
立
派
な

大
人
に
成
長
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
祈
念

い
た
し

ま
す
。

お祝いを受ける星が二幼荘田困児たち

記
念
大
会
開
催

者
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
、
当
八
幡
宮
根
岸
満

型
権
縮
宜
が

「御
霊
安
か
れ
」
と
神
前
舜

「朝

日
舞
」
を
本
納
い
た
し
ま
し
た
。
午
後

一時
か

ら
記
念
大
会
式
典
が
開
催
さ
れ
、
県
神
社
総

代
会
連
合
会
小
林
亮
会
長

⌒化
ヶ
池
八
幡
宮

総
代
長
）
寺
が
式
辞
を
述
ぶ
り
れ
ま
し
た
。
ま

た
当
八
幡
宮
根
岸
宮
司
は
表
彰
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
後
、
記
念
講
演
が
あ
り
、
台

湾
総
統
譜
目
策
顧
間
の
金
美
齢
氏
が
ズ
”
、
神

社
関
係
者
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
、
盛
会

裡
に
記
念
大
会
の

幕
は
下
ろ
さ
れ
ま

し
た
。

相
模
中
央
支
部

研
修
会
実
施

平
成
十
七
年
四
月
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相

模
中
央
支
部

（県
内
十
支
部
の
ろ
）
が
発
足
し
、

初
代
支
部
長
に
当
八
幡
富
根
岸
信
行
宮
司
が

就
任
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
結
成
一
一年
日
で
あ
り
、
神
職
相

互
の
研
修
を
企
面
し
ま
し
た
。
近
年
高
齢
化

が
進
み
、
正
月
や
例
祭
時
等
に
は
お
年
寄
り
の

参
拝
者
も
多
く
な
り
、
病
気
や
に
我
が
発
生

し
た
時
の
応
急
処
置
と
し
て
、
特
に
心
臓
停
止

時
の
心
肺
蘇
生
法

（人
工
呼
吸

心
職
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
を
グ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
実
習
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

（自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の

使
い
方

の
説
明

を

聞

き

、
一
刻

も
早
い
手
当
て

が
尊
い
命
を
枚

う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
．

石二垣ごネ貸の
お願い

道路拡幅工事に伴い、境内

外周に石玉垣建設を実施し、平

成15年12月に完成いたしました。

以来、氏子崇敬者の皆様には

赤誠の意を以ってご奉賛賜って

おりますが、よリー層のご理解と

ご協賛くださいますようお願いい

たします。

ご奉賛ご希望の方は、各地区

総代世話人へお申し込みくださ

るか、直接当人幡宮社務所ヘ

お越しください。

石玉垣奉賛金…一本三高円

(お名前または社名をお彫りします)

昭
和
三
十
年
代
後
半
よ
り
、

相
模
原
市
は
東
京
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
著
し
く
発
展

し
、
人
日
は
想
像
を
絶
す
る

ほ
ど
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
正
月
の
初
詣

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
時

の
ご
参
拝
や
ご
祈
祷
も
多
く

な
り
、
ま
た
結
婚
式
等
の
祝

宴
会
場
の
要
望
も
あ
り
、
≡」

れ
に
応
え
る
た
め
、
御
大
典

記
念
事
業
と
し
て
参
集
殿
兼
社
務
所
を

平
成
六
年
に
建
築
し
ま
し
た
。

平成御大典記念事業

隣擢婦]参集殿・社務所
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卵 | ■
梅花戯れる夫婦の図…

Ⅲ耳長く行動は敏捷で案
菊力大。毛は策になる。

吉
一■
回
伯
は
切
消
四
十
二
年
に
上
崩

対
久
保
一
生
ま
れ
ま
し
だ
。
神
奈
川
埠
筈

察
官
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
傍
ら
、
絵
画
の

創
作
に
取
り
組
み
、
「牲
舟
」
「桜
」
「富
士

山
」
ギ

を
多
く
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
創

刊
号
に
引
ま
続
モ
、
謹
ん
で
掲
載
い
た
し

だ
す
。
　

一　
一
　

「襲
跡
Ｂ
一
■
■

家縮騨=平華
荒玉握る飛竜づ図…

六海や地底に住み 雲ヽ
雨を操る力を持ち神霊
視される。

高
度
経
済
成
長
の
も
た
ら
し
た
も
の
の
ろ

が
自
動
車
社
会
で
す
。
今
や
一人
に
一台
の
章
時

代
に
な
り
、
便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
が
、

反
面
交
通
事
敵
が
多
発
し
、
不
幸
な
人
生
を

送
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
を
憂
い
て
、

昭
和
五
十
五
年
十
一月
に
上
溝
地
区
交
通
安

全
母
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
爾
来
、
毎
年

全
国
交
通
安
全
週
岡
に
ち
な
ん
で
、
交
通
安
全

の
願
い
を
込
め
た
折
傷
を
神
前
に
供
え
、
祈
願

手
水
（てを

鳥
居
を
く
ぐ
り
進
ん
で
い

く
と
、
手
水
舎
が
あ
り
ま
す
。

先
ず
こ
の
手
水
舎
に
寄
り
、

こ
の
浄
水
で
手
を
お
清
め
し
、
日
を
濯
ぎ
、
心
身

を
清
め
て
か
ら
お
参
り
し
ま
す
ｃ

祭
を
斎
行
し
、
お

祓
い
を
受
け
た
折

鶴
を
上
満
地
区

八
千
世
帯
に
配
り
、

ま
た
街
頭
で
五
千

羽
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
渡
す
等
、
交
通

安
全

運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

主なる年間祭
上半期

′
 元旦祭…1月1ロ

ネ申社
●
■
，
●

一ユ 知 識

節分祭…2 月節分の日

祈念察…2 月下旬

春 祭 3月15日

ヨールド神社察…春の全国交

通安全週間

夏越祭…7 月1日

柄杓を器に持ち
残つた水て稿を
洗い流します。

はしめにな手をおめます。

す|    
‐J

次に右手を滑めます。

ゼ

お
知
ら
せ
ト

平
成
十
九
年
節
分
祭

【
日
時

…
平
成

十
九

年

二
月

二
相

（土
）

一、式
典
…
午
後
三
時

一、豆
徹
ま
…
式
典
終
了
後

一、福
男
（年
男
▼
福
女
倉
チ
◆

の
募
集
―
当
日
ま
で

、Ｆ
込
み
…
当
宮
社
務
所

ま
た
は
総
代
世
話
人
ヘ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

亀
人
伏
見
稲
精
神
社

初
午
祭
職
旗
の
ご
奉
賛

一、
商
売
繁
昌

祉
運
峰
昌

を
祈
願
ｔ
二
月
の
初
午

に
参
道
に
掲
げ
ま
す
。

〓
ご
奉
賛
ご
希
望
の
方
は

初
午
祭
ま
で
に
当
社
務

所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

夏

越

大

祓

式

　

　

　

　

　

　

，

、
日
時
…
平
成
十
九
年
七
月
一日
（日
）

、
式
典
…
午
後
三
時

「浦
安
の
舞
」
講
習
宮
受
講
生
募
集

●
入
会
対
象
者
…

幼
稚
園
児
か
ら
小

沖
高
校
生
ま
で
の

女
子
。
●
天
会
ご

希
望
の
方
は
当
宮

社
稼
所
へ
お
問
Ｌ

合
わ
せ
下
さ
い
。


